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移
し
ま

つ
り
、
社
殿
を
改
築
し
、
社
領

（神
社
の
領
地
▼

日
畑
な
ど
を
寄
進
し
て
、
寿
永
三
年

（
一
一
人
四
）、
伊
勢
神
宮
の
神

（天
照
大
御
神
、
豊
受
大
神
）
を
安
房
国
東
條
御
厨
と
し
て
勧
請

（神
の
御
霊
を
分
け
て
移
し
ま
つ
る
こ
と
）
し
た
。
こ
う
し
て
建
て

ら
れ
た
の
が
天
津
神
明
神
社
で
あ
る
。
源
頼
朝
は
同
社
を
た
い
へ
ん
敬
い
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
祈
願
し
た
。
文
献

『吾
妻
鏡
』

に
よ
れ
ば
、
妻
で
あ
る
北
条
政
子
が
出
産
す
る
と
き
、
三
浦
平
六
を
使

い
と
し
て
安
産
祈
願
を
し
、
神
馬
領
地
を
寄
進
さ
れ
た

レし
い
つヽ
。

ち
な
み
に
岡
野
小
大
夫
は
天
津
神
明
神
社
に
奉
仕
す
る
同
野
家
の
祖
先
に
あ
た
り
、
小
太
夫
を
初
代
と
し
て
、
現
在
の
同
野

哲
郎
宮
司
で
第
六
十
六
代
を
数
え
る
。

（３
）
痔

明
神

の
ナ
ゾ

源
頼
朝
に
よ

っ
て
天
津
神
明
神
社
が
建
て
ら
れ
る
以
前
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
痔
明
神
の
祠
が
あ

っ
た
と
言
わ
れ
る
。

祠
の
起
源
は
不
詳
で
、
神
代
の
む
か
し
よ
り
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
祠
に
は
現
在
も
二
祭
神
の

一
柱
で
あ
る
人
重
事
代
主
神

が
ま

つ
ら
れ
て
い
た
。
人
重
事
代
主
神
は
大
国
主
神
の
子
に
あ
た
る
神
で
、
エ
ビ
ス
神
と
同

一
の
和
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

八
重
事
代
主
神
は
国
譲
り

（高
天
原
か
ら
地
上
の
国
を
新
た
に
治
め
る
た
め
に
降
り
て
く
る
天
孫
に
、
大
国
主
神
が
そ
れ
ま
で
治
め

て
い
た
国
を
譲
っ
た
出
来
打
）
の
後
、
事
勝
回
勝
長
狭
命
を
訪

い
、
は
る
ば
る
こ
の
地
に
や

っ
て
き
て
長
い
問
滞
在
さ
れ
た
と
こ

ろ
、
地
域
が
た
い
へ
ん
に
潤

っ
た
た
め
、
人
々
は
人
重
事
代
主
神
の
お
か
げ
と
喜
び
感
謝
し
て
、
「
思
い
も
よ
ら
ぬ
も
う
け
か

な
」
と
人
重
事
代
ｉ
神
を
痔
明
神
と
し
て
敬

い
ま

つ
つ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
痔
明
神
の
祠
の
始
ま
り
で
あ
る
。

痔
明
神
の
祠
は
東
僚
郷
に
あ

つ
た
と
古

い
文
献
に
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
そ
の
場
所
に
は
諸
説
あ
る
。
現
在
で
も
東
條

と
い
う
地
名
は
鴨
川
市
に

「東
条
」
地
区
と
し
て
残

っ
て
い
る
が
、
天
津
神
明
神
社
の
あ
る
天
津
は
現
在
の
東
条
地
区
に
は
含

―
力
て
い
な
い
　
た
か
、
「
い
の
メ
作
郷
は
現
イー…
の
水
条
地
区
よ
―サ
も
広

い
範
囲
を
持
す
と
さ
れ
、
天
津
も
含
ま
れ
て
い
た
。

「束
条
村
の
生
ま
れ
」
と
記
さ
れ
る
日
蓮
の
生
ま
れ
た
小
湊
は
天
津
よ
り
も
さ
ら
に
束
に
離
れ
た
集
落
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
う

か
が
え
る
．
し
た
が

っ
て
、
束
悴
郷
に
あ

っ
た
痔
明
神
の
祠
、
後
の
束
僚
御
厨
の
場
所
は
現
在
の
天
汁
神
明
神
社
の
場
所
と
考

え
て
も
矛
店
は
な
い
。

し
か
し
、
端
的
に
は
結
論
づ
け
ら
れ
な
い
問
題
が
あ
る
。
実
は
天
津
イーーー
明
神
社
と
は
別
の
場
所
の
、
鳴
川
市
西
町
に
痔
神
社

が
存
在
す
る
。
鴨
川
市
西
町
は
現
在
で
も
束
条
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
区
で
あ
る
。
前
述
し
た
安
房
誌
の
中
に
も

「束
條
西
村
に

滝
口
痔
神
社
と
言
う
社
が
あ
り
、
東
鑑
に
謂
う
痔
社
は
西
村
な
る
か
天
津
な
る
か

評
か
な
ら
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
由
も
あ
り
、
以
前
は
正
続
性

を
め
ぐ

っ
て
、
大
津
と
西
村

（西
町
）
の
問
で
論
争
が
巻
き
起
こ

っ
て
い
た
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
議
論
も
落
ち
着
き
、
和
合
の
道
を
た
ど

つ
て
い

帥
　

る
。

西怖
　

　

千
葉
県
神
社
庁

『千
葉
県
神
社
名
鑑
』
（昭
和
六
十
二
年
十
二
月
二
十
七
日

発
行
）

印
　

に
よ
る
と
、
鴨
川
市
西
町
の
痔
神
社
の
祭
神
は
天
大
日
要
貴
命
、
天
日
和
志
命
と

軸

　

さ
れ
、
由
縮
と
し
て

「創
立
年
代
は
不
評
で
あ
る
が
、
往
古

の
勧
請
で
あ
る
と

い

う
。
治
承
四
年
源
頼
朝
は
逃
れ
て
、
当
社
に
平
家
追
討
の
祈
願
を
こ
め
ら
れ
、
後

に
所
願
成
就
し
た
の
で
、
こ
の
地
を
伊
勢
の
神
宮
に
寄
進
し
御
厨
の
地
と
し
た
と

伝
え
る
。
ま
た

一
説
に
は
源
頼
朝
が
こ
の
地
を
滝
口
神
社
の
御
厨
料
と
し
て
寄
進

さ
れ
、
そ
の
後
社
殿
を
建
て
て
滝
口
痔
神
社
と
称
し
た
と
も

い
わ
れ
る
」
と
記
さ
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れ
て
い
る
。

現
時
点
に
お
け
る
筆
者
の
考
え
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

元
来
天
津
に
も
西
村
に
も
席
明
神
の
祠
は
対
と
な

っ
て
存
在
し
た
。
鴨
川
市
西
町
の
痔
神
社
の
祭
神
で
あ
る
、
天
大
日
嬰

貴
命
は
天
照
大
御
神
の
別
称
で
あ
り
、
天
日
和
志
命
は
四
国
阿
波
国
忌
部
氏
の
祖
神
で
あ
る
。
天
大
日
雲
貴
命

（天
照
大
御
神
）

が
源
頼
朝
に
よ

っ
て
伊
勢
の
神
富
か
ら
勧
請
さ
れ
た
と
考
え
る
と
、
忌
部
氏
が
安
房
国
に
渡
来
し
た
年
代
の
方
が
古
く
、
西
村

の
痔
明
神
の
祠
に
は
元
々
天
日
和
志
命
が
ま
つ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
痔
明
神
の

「
モ
ウ
ケ
」
は
、
地
域
の
振
興
に
よ

っ
て
人
々
が

「も
う
け
た
」
と
喜
ん
だ
こ
と
を
起
源
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
〈痔
明
神

Ｈ
地
域
に
振
興
を
も
た
ら
し
た
神
〉

と
す
れ
ば
、
痔
明
神
は
必
ず
し
も
八
重
事
代
主
神
だ
け
を
示
さ
ず
、
阿
波
や
紀
州
よ
り
漁
法
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
文
明
　
文

化
を
伝
え
た
忌
部
氏
の
祖
神
を
示
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
よ

つ
て
、
天
津

の
痔
明
神
の
祠
に
は
人
重
事
代
主
神
を
ま

つ

り
、
西
村
に
は
忌
部
氏
の
祖
神
で
あ
る
天
日
和
志
命
を
ま
つ
り
、
人
々
は
敬

っ
て
い
た
。
安
房
に
逃
れ
て
き
た
源
頼
朝
は
対
に

な

つ
て
存
在
し
て
い
る
痔
明
神
の
祠
両
方
を
参
拝
し
、
祈
願
を
立
て
た
。
頼
朝
は
こ
の
地
を
伊
勢
の
環
境
に
似
て
い
る
と
考
え

た
。
と
す
れ
ば
、
東
国
に
第
二
の
伊
勢
の
神
宮
を
建
て
よ
う
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、　
〓

一五
社
か
ら
な
る
伊
勢

の
神
宮
の
よ
う
に
、
複
数
の
神
社
を
こ
の
地
に
建
て
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
天
津
神
明
神
社
と
痔
神
社
の
関
係

は
伊
勢
の
神
宮
に
お
け
る
別
富
、
あ
る
い
は
内
宮

―
外
宮
の
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
４
）
日
蓮
と
天
津
神
明
神
社

安
房
国
東
條
郷
小
湊

（現
在
の
鴨
川
市
小
湊
）
で
生
ま
れ
た
日
蓮
も
天
津
神
明
神
社
を
大
切
に
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
日
道

の
著
し
た
文
書
を
読
む
と
、
そ
の
よ
う
す
を
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

房
の
国
長
狭
郡
の
内
東
條
の
郷
今
は
郡
な
り
、
天
照
大
神
の
御
神
栖
、
右
大
将
家

（源
頼
朝
）
の
立
で
始
め
給
ひ
吻
副
対
剣
ヨ

の
細
剰
舶
州
封
詔
掛
劃
倒
剰
習
ｑ
刊
引
州
、
比
の
郡
の
内
、
清
澄
寺
と
申
す
寺
の
諸
仏
坊
の
持
仏
堂
の
高
面
に
し
て
、
年
の
時
に

此
の
法
門
を
申
し
始
め
て
今
に
二
十
七
年
に
な
り
…
…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
【要
約
　
建
長
五
年

（
〓
一〓
３
、
安
房
国
長

狭
郡
東
條
郷
は
郡
と
な
っ
た
。
源
頼
朝
が
建
て
た
天
照
大
御
神
を
ま
つ
る
御
厨

（天
津
神
明
神
社
）
は
、
か
つ
て
は
日
本
第
二

の
神
社
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
で
は
日
本
第

一
で
あ
る
。
私
は
東
條
郡
に
あ
る
清
澄
寺
で
二
十
七
年
間
、
（天
津
神
明
神
社
の
あ
る
）

南
の
方
角
を
向
い
て
悟
り
を
開
い
て
き
た
の
だ
】

ま
た
、
文
永
十

一
年

（
一
二
七
四
）
二
月
に
記
さ
れ
た
輛
源
太

へ
の
返
信
の
中
に
は

「
…
…
日
蓮
は
日
本
国
の
中
に
は
安
州

の
者
也
。
総
じ
て
御
固
口
剰
翻
劉
劉
側
留
日
用
封
倒
劉
田
倒
州
ｉ
…
安
房
の
国
の
御
厨
な
り
。
此
の
国
の
一
切
衆
生
の
慈
父
慈
母

な
り
。
か
か
る
い
み
じ
き
国
な
れ
ば
定
て
故
ぞ
候
ら
む
。
創
週
司
御
創
嗣
矧
淵
掛
¶
判
劇
剰
引
劉
剰
判
引
引
」
と
い
う
文
章
が
あ

る
。
【要
約
　
天
照
大
御
神
が
ま
つ
ら
れ
た
御
厨
＝
天
津
神
明
神
社
が
鎮
座
す
る
安
房
の
国
に
生
ま
れ
た
日
蓮
は
第

一
の
呆
報

者
で
あ
る
】

さ
ら
に

『録
外
御
書
　
第
十
二
巻
』
の
中
に
は

「即
ち
、
…
…
刻
周
固
剣
潤
列
剰
側
鍋
嵩
馴
劉
柑
倒
剛
到
劉
馴
ｑ
刊
州
例
刻
ｕ

劇
劇
劇
剰
調
判
矧
淵
引
鋼
割
州
制
斜
明
、
昔
は
伊
勢
国
に
跡
を
垂
れ
さ
せ
給
て
こ
そ
あ
り
し
か
ど
も
、
国
王
は
八
幡
賀
茂
等
の
御

帰
依
深
く
あ
り
て
天
照
大
和
の
御
帰
依
浅
か
り
し
か
ば
大
神
念
り
お
ぼ
せ
し
時
、
源
の
右
大
将
軍
と
申
せ
し
人
起
請
文
を
以
つ

て
天
津
岡
野
小
大
夫
殿
に
仰
付
て
…
…
東
僚
の
郷
を
天
照
大
神
の
御
神
栖
と
定
め
さ
せ
給
ふ
な
れ
ば
、
此
大
神
は
今
は
安
房
国

東
條
ノ
郷
に
住
せ
給
ふ
。
例
せ
ば
八
幡
大
菩
薩
は
昔
は
西
府

。
中
比
は
山
城
国
男
山
に
移
り
給
ひ
、
今
は
相
州
鎌
倉
鶴
岡
に
栖

み
給
ふ
此
れ
も
か
く
の
如
し
。
日
蓮

一
聞
浮
提
の
中
日
本
国
安
房
国
東
條
ノ
郷
に
始
て
此
の
正
法
を
弘
通
し
た
り
。
ｉ
…
」
と


